






















要約:学習障害という概念が、わが国の医学の分野においても診断名として認められるよ

うになってから未だ日が浅い。一方、海外特に、欧米諸国においては、以前より問題視さ

れ、研究も比較的多く認められる。今年度は、欧米諸国の研究成果、特に事象関連電位に

ついて述べ、我々が現在行っている、様々な聴覚、視覚課題を用いての、主に認知文脈の

更新に関係があると考えられている、事象関連電位 P300 の読字・書字障害における有用

性と臨床応用に関する可能性について報告した。


